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近年では、工学・産業で高精度な瞬時 3 次元計測手法が切望されている。これに対し、我々は

高い制御性とコヒーレンスを有した超短パルス列である光コムを用いて、超高精度とダイナミッ

クレンジを同時に実現する手法を開発している。これまでに、チャープした超短パルスを用いた

時間・空間・周波数情報の瞬時変換手法[1]に基づき、実用性の優れたファイバレーザーによる光

コムのスペクトル干渉を用いて瞬時 3 次元計測手法を開発し、大型反射物体の形状情報を高精度・

超高速に凍結して取得することに成功した[2]。また、断層計測に本手法を適応するとともに、バ

ンドルファイバによる同時多点計測を行い、sub-µm の不確かさで 3 次元内部構造を瞬時取得でき

た[3]。本手法は超短パルスによる 3 次元無走査測定であるため、動的物体にも適応可能であり、

フェムト秒程度の超高速現象に対しても有効である。今回は適用対象の拡大を目指し、イメージ

ング光学系を適用するとともに、動的物体への有効性を検証した。 

図 1(a-1)に実験配置図を示す。今回は動的物体計測のデモンストレーションを 2 つ行った。1 つ

は、移動するステージに載せた硬貨(図 1(a-2))の連続形状計測、もう 1 つは、重ねた 2 枚の紙によ

って形成された構造の動的撮影である(図 1(a-3))。図 1(a-4)に計測した硬貨の 3D 形状を示す。１

次元回折格子によって分光画像を取得しているため、一度に得られる画像は YZ 平面のプロファ

イルとなるが、X 軸方向に移動しながら連続撮影することにより 3 次元形状を得た。図 1(a-4)が計

測で得た硬貨の 3 次元形状であり、高い空間分解能で表面構造が計測出来ていることがわかる。

また図 1(a-5)には、重ねた 2 枚の紙に変位を与え、形状が回復する様子を示したが、紙 1 と紙 2 の

段差(~0.2 mm)や変位の回復過程が計測出来たことが示された。  
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図 1 (a-1) 実験配置図。(a-2) & (a-3) 測定対象の図。移動ステージ上の硬貨(a-2)と変形する紙 1 と紙 2(a-3)。それ

ぞれに計測したプローブ光の領域を示した。(a-4) 計測された硬貨の 3 次元形状。(a-5) 変形する紙 1 と紙 2
の 2 次元形状の時間変化。下図は 3D プロット中の黄色線についてプロットしたもの。 
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